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1. 研究背景・目的 

 中国自動車道上り線西宮北 IC～宝塚 ICでの追突事故多発

に対して、NEXCO西日本では、宝塚西トンネル内で発生す

る速度低下を速やかにドライバーに知らせ、注意喚起を図る

ための動的情報システム(速度検知→LED情報板・自発光デ

リニエータ)が導入された。導入後、当該区間での事故が減

少し、ドライバー調査 1)からもシステムの認知が注意走行に

有効であることが示されたが、システムの認知度の低さも報

告されており、システムの認知度向上が喫緊の課題となって

いる。そこで本研究では、システムの周知と理解を促すため

の情報告知方法(場所、形式、内容等)を提示し、ドライバー

調査に基づいて効果的な方法を提案することを目的とした。 

 

2. 調査の概要 

ドライバーへの情報告知にはサービスエリア(SA)が有効

と考え、当該区間手前の西宮名塩SAを利用しているドライ

バーを対象に、システムの内容を掲載した告知物に関するヒ

アリング調査を行った。調査は、告知物の組み合わせを設定

し、その組み合わせ毎に一定期間(1 週間)設置したうえで 3

回に分けて行った(表-1)。設置場所については、NEXCO 西

日本との協議により決定した(表-2、図-1)。 

なお、既存告知物が①文字が多くてわかりにくく、②イン

パクトに欠けるとの考えから、その改善型として写真重視型

(写真型)と図中心型 2種類(図説型)及び命令指示型 2種類(注

意喚起型)を設定した。告知物の組み合わせについては、1

回目は既存型と写真型、2回目は図説型 2種類と 1回目で評

価の高かった告知物、3回目では注意喚起型 2種類と 2回目

で最も評価の高かった告知物とすることとした。 

平休日で集計したサンプル特性は表-3のようであった。 

表-1 調査日と告知物の組み合わせ 
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表-2 告知物の設置場所と告知物の組み合わせ

 

 

図-1 中国道上り西宮名塩SA内の告知物の設置場所 

表-3 平休日別のサンプル特性 

 

 

3. 告知物の認知度と評価に関する調査 

 回答者 1028名のうち告知物を見た人は 2割程度にとどま

ったが、見た人の 6割はその内容を読み、読んだ人の 8割が

内容を理解し重要性を感じ、またしっかり読んだ人ほど理解

度と重要度が深まることがわかった(図-2)。さらにしっかり

読むと理解の度合いの重要度への影響が大きいことから、し

っかり読み理解することが重要であるとわかった (図-3)。 

当該区間の通行頻度別に情報取得状況をみると、仕事目的

の多い高頻度のグループの理解度が高いのに対して、頻度の

低い自由目的ではしっかり読んでも理解の程度が低いこと

から、よりわかりやすい告知内容が必要と言える(図-4)。 

 

図-2 告知物の認知度とドライバーの評価 
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詳細型 図と文章でシステムの説明をしたもの
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図-3 告知物評価項目の相関係数による関係図 

 

図-4 当該区間の通行頻度別の情報取得状況と理解度 

 

4. 設置場所の評価 

告知物を読んだ場所(複数回答での回答数に対する割合) 

をみると、訪れる人の多いトイレ内が過半数を占めたが、掲

示板の方がしっかり読む傾向もみられ、道路や通行の情報に

関心が高いことがわかる(図-5)。なお、現在トイレでの掲示

は、淡河・赤松・上荒川 PA、三木 SA のみである。また、

トイレ外での情報取得は、SAでの滞在時間と訪問箇所が仕

事目的に比べて多い旅行目的に多いこともわかった(図-6)。 

なお、テーブルは食事や休憩時に告知物を読む機会が多い

と考えられたが、調査日の気温が低く利用者が少なかったこ

とから、時期(季節)への対応が課題として挙げられた。 

 

図-5 情報取得場所と各場所での情報取得状況 

 

図-6 目的別の情報取得場所 

 

5. 形態と内容の評価 

告知物の組み合わせ毎の調査結果をみると、1, 2回目では

写真型の評価が高かったが、これに「命令指示」と「情報告

知」(図-7)を加えると、その評価はむしろ最も低くなった(図

-8)。これはドライバーが「指示」の重要度を高く考えてい

ることによると思われる。このことは、ドライバーに最も注

意をひく見出し文を選択してもらったところ、「命令指示」

に類するものが全体の 64%に上ったことからもうかがえる

(図-9)。また、命令指示の中では、「追突事故多発! 情報板

に注視!」が 8 割を占めたことから、当該区間での追突事故

に対する警戒とその防止行動に関心が高いとも考えられる。 

   

図-7 「命令指示」と「情報告知」の内容例  

 

図-8 各調査での評価の最も高い告知物の選択結果 

 

図-9 ドライバーによる告知見出しの選択結果 

6. 結論と課題 

 本調査では、情報告知の認知度が低い結果となったが、こ

れは季節や天候に加えて、設置場所に関する制約によるもの

と考えられるため、今後関係者との協議も重要な課題と言え

る。しかし、告知物は認知され読まれれば、理解度と重要度

に影響を与えることがわかった。そこで、本研究結果から、

①トイレ内の告知物でインパクトを与え、②掲示板や休憩所

などでの詳細情報告知物で二次情報取得を促すといった方

法が効果的と考えられる。これによって、情報取得率の向上

と理解度・重要度の意識向上につながることが期待されるが、

告知方法の具体的な効果を評価するためには、今回課題とな

った条件を改善した上で、さらなる調査を行う必要がある。 
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